
第6回日本時間生物学会学術奨励賞公募のお知らせ

この制度は時間生物学領域で顕著な業績をあげ、 今後の活躍が期待される若手研究者を表彰するためのもの

で、年齢37歳までの方を対象とし、原則として基礎科学部門 l名、臨床 ・社会科学部門 1名の計2名を表彰す

ることになっております。自薦・他薦を11J]いませんので、第6回学術奨励賞へどしどしご応募ください。応募

にあたっては下記の様式に従った記入でお願いいたします。

-おIiめ切り:平成19年8月8日(金)必着

・あて先 :干162-8480 東京都新宿区若松町 2-2 

早稲田大学先端生命医科学センター 柴田研究室内

日本時間生物学会事務局 柴田重信

日本時間生物学会学術奨励賞選考委員長

深田 吉孝(東京大学)

時間生物学会学術奨励賞候補者調書

1.希望審査部門:

{ふりがJd:}

2.氏名:

3.生年月日:

4.現職:

5.最終学歴ならびに職歴:

6.学会での表彰暦:

7.本件に関する連絡担当者名:

8.業績

1 )研究の名称.

2 )研究の内容:

3 ) 時間生物学に対するこれまでの貢献と今後の可能性(具体的に分かり易く記述すること)・

4) 論文リスト(ピアレビューのある原著論文のみ)

|時間生物学 VoI.J4.No.1 (2008) 

- 52-



第15回日本時間生物学会学術大会のお知らせ

-会 期:平成20年11月8日 (土)、 9日 (日)

-会 場:岡山大学創立50周年記念館 ・岡山大学農学部

〒700-8530 岡山市津島中1丁目 1-1 

TEL:086-251-7057 (F AXヨ長用)

http://www.okayama-u.ac.jp/50kinenkan/kin巴nkan-index目htm

園大会会長:富岡憲治 岡山大学大学院自然科学研究科バイオサイエンス専攻 教授

特別講演 1

ワークショップ 1

シンホ。ジウム 3

程度を予定しています。

-演題申込: 大会ホームページURLよりの 1~3 込とする予定です。

8月15日(金)締め切り予定です。
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